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串q:il打轟に閥して､塙粧幾多の論文或は千にも飾る特許を見ると云ふ事の反面には此の問題蔓

に射 して.求だ遁-PJな研究の快けてゐる事を物語るのであって,鵜苫に依る損失は今館極年数

百滞ダラーの-道断に達 してゐる｡此の損失の一部は大衆の不性悪に依るものであるけiL共､大

部分は攻府或はイ銅 は)る商米機関の適切な憲樽の如き積極的な教育的運動に依って除くの外な

い0)であるL,視聴種 の々防慮剤があるにも的 らせ､未だ理想的な物が出来てゐない串は否むこ

とがfli来ない｡此鹿には､(1)未だ僚り聞粒とされてゐない大切な要求を指摘し(2)､此のJJ一

脚の塊状を簡葦に批判 し､(3)更に帰来の研究の基礎ともなる単項について述べて見庇い｡

理想的防曲剤と烹ふのは人瓶に射 して燕藤で,然 も最 も損 じ易い葦毛､毛皮及羽毛等の新種

の製品丈は未製品に陳翠に使用出魂､強色赦免で､被慮球晶本来の特佃 こ怒影啓を及ほ.さす､

水性洗源剤や ドライク.)-ニン〆用の繍株の脂肪溶剤に洩ふも剥離せず,礼文常用 しても被魔

球品の品質 低下を来すことな(､永久に欺カを有するものでなければならぬO

-つの防量刑が､どの種皮迄完全に狂い物質であるか､どうかを試験するには可成な困難が

ふ｡其の理由は多 くは技術が不充分である革と生きてゐる鹿に依る短期試験の矧 こ締県が不
BlBE

n至L.確なのであるO晶等資験的困難は Mool･eの論文 にも記戟されてゐるO防曲試験に潜って攻

めこ鮎に維潜を要す畠｡即も発叫 こ接点は成長する膚に 宅織物勧食害 し､弟二には成熟期に

を搾る材料として繊維を噛み切ると云ふ串である｡後者の様な場釧 二は尊通の食物轟では其

被害を溺れる革の州凍ない二･とは明かであるO各様魔洩･!晶をペ1､1)皿に入れて並べて試放す

あと云ふ簡便弦はR勘こ曲の忌避作用の弼脂を親外 し縛るに過ぎないO即ち若し一片丈けあっ

た壌飢 二歳が其れを最後迄蝕害せぬかどうかといふ髄質性が無いのであるOそれか ら丈鹿自身

の年齢よか輝賭.tか0),関越 もあり, もし若きに過ぎた場剣法常に死亡率多く,反軌 こ老齢に過

営た場合は､も早や食在僻 らす して繭を作 らうとする傾向を示すのであるO礎って通常な幼魚

エ的に遡碍牟綱 右が必琴であるrJ丈巷間の防鼻紙敏専門研究纂(CommercialtestinglaboTa･

ory)で路既に撫数の拭験で華の 風 光 が摸されてゐ各曲を使用するO載って塊華の手薄は骨油
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使用されてゐる多くの毒物に射 して著しい抵抗力を有って居 Q)､乱文督通の曲よq)も乱暴な取

扱ひにも良 く馴れてゐるのであるD虚が防鵡剤の救カを棉 しく判定するには是等の渚傑伸が力三

畔に-定慣準にされて居る事が必要である｡J

防曲剤として知 られてゐる幾宵の物質の中で既用的慣憶あるものは僅か二三種に過ぎないO

足寄は-･時的欺カを有するものと,祁常永壇的款力を有するものとの二つに分封 し得る,J一一時

的欺カを有するものは其の瓦斯或は液健に依って成晶､幼繭蛇は其の輔史は卯産も殺 し1こ彼,

虚理晶を密閉春希に入れて 喜崩の称び侵入す るを機械fIl･Jtこ不可能ならしめて保春するのであ

る｡そこで西洋杉で内張りを した洋服箪笥に入れて促存するのと常憾瓦斯焼蒸するのと傭 畑t

良いかと云ふ様な関越だが.これは敢カの大小と､賞際脚l〕の難易と云ふ事が分岐鋸となる｡

然 し,嵐に牽際問題になると､ 多くの場創 二次の機な妥脇紬 こ洛付 く｡ 即ち比棟的危険の嫌

い､取扱の容易な. そして瓦斯歴の高いものが最 も良いし,斯 う云ふ鮎でナ7タ.)ンとパラザ

クロール･ベンゼンが最 も廉 く寛剛 ヒさ串て居る｡ 貝過憾に凪ふのは襲撃柴潜が此の危険の倣

い安全な良い防戯剤の氾確な収用法及び棟舶塵等を公衆に教示 しない拳であって､基の矧 こ､

-椴の人は何か基底に特殊な加工法でもあって,教典に差異で もある棟に孝へる革であるハ液

勝野轟剤は瓦斯防量刑に校べて梗用法は六ケ救いが､より放免的であち,,液機は職務又は

に依って嘗鹿に直接接解させるO (泣付き醜い掛 刑二使ふには液醒及瓦斯の亨剛好品性を聴
､く.3)

槻化プロピL,ンと神経化淡紫の混合物が推奨 されてゐるC,) 也,kの液剤が駿表 されてゐ

の中で普通のガソ1)シが最 も教典がある様である.(火の危険を減する肇に凹鞭 地 頭

する｡′)

Jrr謂永久数兆を有するものに就いては大きな改良が必要とされてゐる乙､接欄に伐つ

没 した上で輔額 し去る様な前記の物質に較べて此の稜の物質は塵rllP:品中に残留して薯

ば何時でも強力を表す ものであるO桃弗化醒強に明聾を混合 したもの 稀ゝ薄な水溶液

庭で廉 く用ひられてゐる唯一･のものであって､魔球品は祁沓期間欝鶴巻妃付けないが

魔球 し直す方が良いO叉他の総ての水溶性物質と同様屡 瀦々 したり文は洗濯 し1=りすると容易

に剥離 し､鍬 ま其の上此のものを用ひるには､水で損傷を受けない物にのみ限る等の焼鮎を有

ってゐるo次に普通の ドライク.)-ユング溶剤に可溶な防独創の中で最 も良 く却 られてゐるも､

0)は規耶 アルカロイドであって 之は 覚猫或はオレイン酸と化合 させて朋ひるO 此の種忌避剤

は一般家庭で用ひ られる域にはこ適 してゐないけれ共 ドラ1クI)-エン〆第番が戯 く用 ひ て ゐ

るo規榔誘導機の防蝕歎典は督通に使用する場合には碓榔 ヒ柵類と同程度に保挿 性があ るC,r
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いl)

Jaek son及 Wassell氏執 こ伐って畿表されlこ塵に依ると,此の物は水 に は強いが ドライク1)-

ニンダの都度加二I二し直さねばならぬよいふ事である｡歓洲では Mal･tius-yellow減似の無色の水

溶性諦導燈が祁欝使ほれてゐるn 北の防蝕敢料の歴如ま省 く域及時代に遡り､妃代化拳着に依

って今榔 ま研究されつ あゝるO Edlanは最 も良 く却 られてゐる化合物であって Eu】annewは

最妃(1934年〕改良されたものだと云はれてゐるO此の種の防蝕卿は恐 らく他の何物よりも珊憩

Lに妃いであ らうO之は被鹿輔繊維に剃 別封こ附着するもの 棟ゝで機械的のカや水洗或は膳肪潜

動 こ弧いし､併 し惜 しい勘 二は大嵐中の温泉や光線に放って.他の物同様に敷カが無 くなるO此

の様な拠料防蝕剤は既成晶に加二1'.するよりも仕上二l工程に於て使用すべきもので､一･鮫の家庭用

には不適蘭である｡

防蝕軌 こ関する最近迄の化革的研究は殆んど全部経験的に非せんば偶然的のものであって､

青酸鞠瀕､二緑化衆東,文は弗地物が嘗曲に有数である串は随分以前か ら知 られてゐる串であ

る｡改良された新防蝕剤を探究するに常っては化壌智軌にのみ頗るよりも寧ろ淑椎に依るとま

1ふ串が必要であるO此の好例は最近の特許 (U.'S.1,955,207) に示即 してゐるO即ち (lryト

sulphonicacidamideの或物が防蝕剤として非常に良いと云ふ串が判ったu'iL共､此の物は脂

肪溶剤に難溶なために ドライク1)-エ ンダの場釧 こ榔朋 1来ないOそこで之れを sulphonic及

carboxylic基を有ってゐない有機燐化合物と浪合すると此の快鮎を除き去る革が出凍ると云ふ

のである｡即ち Al･.SO望･N･R空と (RO)講≡PO を混合するo

防鹿力み一個 髄 くする串､例へは繊維にしっかりと定著 させて永久に蛮定させると云ふ様な

汝級は其の物質の-一般的性質から大概判るO例へは規湘 アルカロイドは次の様な既知の諸性質

に基いて用ひ られるのであるO卸も(1〕牌類別捗戚する串:(2)菅味ある恥 (3)勝に封する

刺成仲掛 (4)枚臥 防腐性 (5)収軟性 (61成種誘導牌が局所戚酔性を有する事等であ

る0,

､枚戯性を最初-･脱的に化挙式の.Jyで袈はし1LO)は凡ら( Lommel及 Munzelの特許であ ら

ぅQ其の化挙式は攻の様であるo -N-X-Y此の式中Rは水菜又は根.Xは窒素或は洪素,I
R

Y は窯索､駅東父は 厨子圃在来はすo此の様な化挙式は 勿給極めて洪然たるものであるo

(.r-))
M誼ae托及 Wl鹿htは此の化挙式に載って 多くの物質を冨勘ここつに分類 して見たO即 ち-一･は

Anil)'n及基の教科様誘導髄で他は一･個乳は数個の Benzol核を有った尿素誘導牌である｡そ し

て其のlPAnjlin及 A血ilill色素は比較的赦免少なく､其の無色の誘導鯉は防独創としてほ全然

廉紋か叉は被鹿球晶の表面を損俵する革を秘めた｡然 し尿素の静軍鯉に蹴いては棲砂で興味あ
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る轄鼎を碍た.餌ち thiourcn,r,hcnyl払iouren子alLylぬiouTea叔 tdyltlliottFea等娃嬢秀な防独力

を示し､俳も永鎮性を有するもの 如ゝ(蝕まれるが 言明由rea,thiotl.arbanilide及 diphenyltlii-

ourea等の化倉物は無欲なのを知った｡丈舶氏は 工.C,mmel氏の化麟式は尿嚢紡導に駅では雅

意味であるが､-蚊的には離して禽てはまるOそして此の種の良好な防蝕性化食物には硫鱗及

び少く典-一個の amide基を必要とすると締諭してゐるO

精 迂々遠かも却れんが､此の間嬢を今少し･く解説して見やうO衣敷鮮戯'D根本的な化掛1煩脊

椎は丁度旭の高等動物がが食物中の各種蛋白質を滑化するのと同様に､尊奄中の Kcl･athを溶

化するカを有ってゐると云ふ番であるO-凋勤こKel･athlは多くの動物の滑化昏倒の酵素に依っ

ては容易に消化されないものである串は以綱から知られてゐる<｢碇って串砲を消化するために

は猫特な酵嚢緋ちKeratinを細水倉解し程る酵素を有ってゐなければならぬO新の様な酵索を

便宜上 Keratinaseと稲するならば､防蝕に関する間鰐の筆野敵的研究をするには､結叔舵の Kか

ratinaseの渚性質に凍ての基礎的研究を嚢す革が必欝であるO此の率が防蝕間麓の研ぎ

意を惹かないのは寧ろ不恩親な革であるO亀鑑有名な射 t機番K.Lilldcrstrom-LaI唱
(llr)

門弟 p.Duspiya両氏に依って､衣類霧島のK eratinaseに関する興味ある給茨が敬衆さオtl,lO

繭氏は衣購寒叔(衣蛾の幼鳥)の膿細胞から分泌する葦白酵束の性質を餅兜して､過分 泌 物凄

ゼ インを加水分解する呪い蛋白分解酵素を有ってゐるが,此のものは革奄 Eeraぬ 孝介

いし,その外には別に単車 Keratinを洩かに加水分解する様な ReTaぬaseを有 って

を知ったO･-･ガに於て同時に東叔寒最と極めて近い線橡にあるWaxmoth(蜂の巣梯

鹿)の脇内酵素が尊重以外の地の蛋白質の加水分解に班では色カの鮎で衣肺容量q)過

覇似してゐる拳を尊兄したO此の事柄は銀鈴 Wは mnthが尊宅を食物として利舶

云ふ廃却の串葦と矛盾しないO此の極めて掛 澗 侍にある二様の盛の滑化カの異な

求LI=轄泉.衣叔審戯q)腸内分泌物は強い勝元カを有して培るのに反して Waxm

物には此の掩質が撫いとまふ革が褒見されたこ,蟹駿的にも此rD革は簡明出凍るのであ

の二種の寄轟に ind短odisulfonicacidで漁色し､櫨で梗 夜 し た少畳の羊屯を食はせて風食

あるOそして藤下された尊宅繊維を調べて見ると､衣類審鹿の腸内では紬d衝 は無色の圭ncligo

whiteBに森元射 しるが,Waxmotllの才では此の様な藩元が鎗砂られない串が明かもこき飽食n

そこで衣鷹番鹿の腸液を検索する封ヒ瀞構造不明の--蘭の thi｡1化合物の春准す;

なったOそして此の物が腸線に強い速克カを輿へてみるらしい｡従って此の物は､

牝に射する重要な搾用を有するものであるO此の慣寵を讃押iする寵鋸こDuspl.VtTi王



22

面白い茸胎な してゐる｡氏は Waxmotllの髄液は､基o)健では Keratin,J.8割守化するカは嫌い

が,此れにCystcinの様なか一種の thiol化合物を肋へてやると羊毛 Kel･atinを加水分解 し得 る

拳を認めた O此q)棟に良品のlIlで も衣難鋸敵は極めて厄介な有功三で脇か ら thiol化合物を分泌

して此の物が矧 三伯孝養の革奄滑化作用を援助するのであると云ふ串が判つナこし､次に北の様な化

合物が晶の腸内で､ とう云ふ機構で作用するのであ らうかと云ふ疑間が起って凍る｡これに輔

聯 して羊毛の化畢構造を想起 して見る0)は興味ある革である｡羊屯は他の天然LIE白質と同様に

アミノ酸が互に長 く麟紙に洩結 して出兼た.所謂ポ1)ペブタ1ドか ら成立ってゐる0品等のアミ

ノ恨ltlで Cystineが車重蛋白の7乃至8,Oi'に連 してゐる相貌絶ての他の憲臼が有ってゐる基本

的なポ1)ペブタ1ド連鎖の外に串宅蛋EHまCystille分子l知こある鵜個かの disulpllide lhkagc

を有ってゐる革になる(｢ さて戎 diLqulpllidelinkLlgCは強い浬元剤に依って攻の棟に破壊 され

るQ

R-S-S-R+211 ->2RSH

単車 も功叶ヒの法則に洩れず.改源賞品の胸内で未知の Tlliol化斜 勿(USli)が上述の様に遼元

カを薮は して車屯に攻の如 く仲川するものと巻へ られる｡

R-S-S-R十2USH- →2RSH+U-S-S-U '

51di:
番軌比の概念は確賓な茸槍的基在勤こ依った もので串って Michaelis及 Goddard に依れば羊毛

を thioglycC)llicacidのアルカ1)溶液で虚軸すると容易に溶液になるo此の場合 tllioglycollic

acid の アルカ1)溶液は単奄に射 して上武の USH化食物と同様に働 く事が判ったO偽は両氏

は斯 くして得た尊奄溶液を､憾性にすると据び蛋白混合物を沈降するが此の沈降物は､も早や

単毛とは全 く興った ものであるO此の沈降 した葦毛蛋白凝肺臓の蛋白分解酵素である trypsin

は容易に約イヒす るが普通q)単頚を滑化 しないと云ふ東野な観察を行ったのであるO

比の併発は両氏が蝕害の･-方法を明にした鮎で防蝕問題に脚静した逓要な事柄である｡即ち

著 し曲の脇円分泌物叶･の thiol化合物が嚇下 した尊屯を落元する恥 こ､此の thiol化合物を醸

化 して しまう様な薬剤で像め半奄を鹿部 してさへ置けば鍬 ま餓死す るか.他に適薯な食物を探

すであらう｡thiourea誘導髄を防独創として利用する特許は極めて多いO此の種化合物に開 し

て上記の研究磯鼓以前に特許出願があるのを見 ると､経験的には確かに有数なのに連ひ無いO

要するに thiourea一化合物の涙腺機構は､ 其物の酸化還元作用に依る執 ま明かであるO そ し

て､結局脇円分泌物中の thiol化合物を懐化 して disulphideイヒ倉物とL lLeratinの洞化を本

能にするのであるO
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長任期満了退官と共に理事長 も退職せ られ､代って硯組長域lH耕作博士が増車長に就任せ らる

こととなった.柳 ま又犀寄託官と岸田骨計課長の退官に代って､中村審記官が監制 二､人徒食

計課長が三E事に就任せ られた｡

串屯防曲に関する問題 も最近著 しく小股注目の的となったことは､ 図集上 同塵の割りであ

る､研究所の事業 も順調に進み､研究某帝の出版 も左程遠 くはあるまいと息ふ(lLL附託)a


